
特 集 第１回「津別町再エネ勉強会」開催！

第46回つべつ夏まつり

今月の表紙 第59回津高祭～“よさこい演舞”は３年生チームが金賞を受賞～

まちの話題 災害へ万全の備えと心構えを 津別消防演習を実施

第66回社会を明るくする運動 ふれあい町民の集い開催

温故知新
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再
エ
ネ
勉
強
会
開
催
趣
旨

こ
れ
ま
で
本
町
で
は
、
津
別
町
森
林
バ
イ
オ

マ
ス
熱
電
利
用
構
想
（
平
成

年
度
策
定
）、
津

24

別
町
環
境
基
本
計
画
（
平
成

年
度
策
定
）
等

25

を
作
成
し
、
木
質
を
主
と
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
を
促
進
し
、
昨
年
度
は
、
環
境
省
事
業
に
よ

り
「
津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ
ン
」（
以
下

「
本
プ
ラ
ン
」
と
い
う
）
を
策
定
し
、「
豊
か
な

自
然
と
と
も
に
育
む
環
境
の
ま
ち
・
つ
べ
つ
」

の
実
現
に
向
け

て
今
後
５
年
間

の
目
標
を
定
め

ま
し
た
。

勉
強
会
で
は
、

本
プ
ラ
ン
で
定

め
た
３
つ
の
目

標
（
臼
地
域
資

源
を
活
用
し
た

再
生
可
能
エ
ネ

ル

ギ
ー
の

導

入
・
利
活
用
。

渦
持
続
可
能
な

循
環
型
・
低
炭

素
社
会
の
構
築
。
嘘
自

然
環
境
と
調
和
し
た
暮

ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
。）

の
共
有
、
そ
し
て
、
本

プ
ラ
ン
で
提
案
さ
れ
た

「
津
別
町
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」

設
置
の
実
現
に
向
け
て
、

地
域
内
の
合
意
形
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
５
回
の
勉

強
会
を
開
催
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
係
る
基
礎
的
学
習
を

行
い
、
専
門
的
知
識
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
て

い
た
だ
き
、
津
別
町
の

進
め
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
理
解
者
に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

再
エ
ネ
勉
強
会
の
開
催
内
容

第
１
回
目
は
、
昨
年
度
、
本
プ
ラ
ン
策
定
業

務
を
担
っ
た
一
般
社
団
法
人
産
業
環
境
管
理
協

会

地
域
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
長

壁
谷
武
久
氏
に

よ
る
講
演
と
、
昨
年

月
に
意
見
交
換
会
の
講
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師
と
し
て
来
町
さ
れ
た
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｃ

（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
）
セ
ン
タ
ー

長

工
学
博
士

大
友
詔
雄
氏
に
よ
る
講
座
を

行
い
、
最
後
に
、
参
加
者
と
講
師
に
よ
る
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
自
由
討
論
）
を
行
い
ま
し
た
。

講

演

「
地
方
創
生
と
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
」

一
般
社
団
法
人

産
業
環
境
管
理
協
会

地
域
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
長

壁
谷

武
久

氏

壁
谷
氏
か
ら
自
己
紹
介
・
会
社
概
要
の
説
明

後
、
は
じ
め
に
、
J
R
東
日
本
新
幹
線
駅
乗
降

客
数
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ベ
ス
ト

と
ワ
ー
ス
ト

、

10

10

そ
し
て
、
都
道
府
県
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
が
示

さ
れ
、
公
共
交
通
機
関
と
地
域
の
現
状
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
。

地
方
創
生
の
議
論
の
始
ま
り
で
あ
る
「
増
田

レ
ポ
ー
ト
」
で
示
さ
れ
た
消
滅
可
能
性
都
市
に

つ
い
て
、
ま
た
、
人
口
推
計
の
推
移
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
、
地
方
創
生
の
本

質
論
（
自
論
）
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
地
力
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
方
創
生

の
意
義
を
説
明
。
地
方
創
生
と
地
力
型
産
業
社

会
の
実
現
に
向
け
て
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た

（
次
ペ
ー
ジ
図
参
照
）。

第
１
回
「
津
別
町
再
エ
ネ
勉
強
会
」
開
催
！

平
成

年
3
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ
ン
」（
平
成

年
度

28

28

６
月
号
広
報
に
概
要
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
折
込
）
に
基
づ
き
、
平
成

年
６
月

日
（
水
）
に

28

29

津
別
町
林
業
研
修
会
館
集
会
室
で
、
町
民
な
ど

名
の
参
加
を
得
て
第
１
回
「
津
別
町
再
エ

44

ネ
勉
強
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
勉
強
会
は
、
今
年
度
５
回
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

講

座

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用

は
地
場
産
業
と
調
和
し
、
地
域

内
経
済
効
果
を
高
め
る
」

株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｃ

セ
ン
タ
ー
長
（
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
）

工
学
博
士

大
友

詔
雄

氏

株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

全
般
の
コ
ン
サ
ン
ル
タ
ン
ト
業
務
を
行
っ
て
お

り
、
道
内

数
自
治
体
、
道
外

数
自
治
体
の

50
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実
績
が
あ
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
開
発
も

行
っ
て
い
る
。

大
友
氏
か
ら
は
、
わ
か
り
や
す
い
質
問
形
式

に
よ
る
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
．
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
？

→
「
地
域
内
経
済
循
環
」
の
仕
組
み
を
作
り

上
げ
る
こ
と
。

２
．
何
の
た
め
に
や
る
の
か
？

お
金
を
儲
け

る
た
め
か
？

→
地
域
の
存
続
を
掛
け
た
取
組
み
。

３
．
何
か
ら
取
組
む
の
が
良
い
か
？

→
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
始
め
る
の
が
良
い
。

４
．
何
故
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
始
め
る
の
が
良

い
か
？

→
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
全
て
地
域
外
か
ら
持
ち
込

ま
れ
て
お
り
、
一
方
的
に
地
域
外
へ
流
出
す
る

お
金
が
地
域
に
溜
ま
れ
ば
、
地
域
が
豊
か
に
な

る
（「
地
域
内
経
済
循
環
」
の
仕
組
み
を
作
り
上

げ
る
）。

５
．
そ
の
た
め
に
は
先
ず
、
何
を
理
解
す
る
必

要
が
あ
る
か
？

→
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
地
域
に
十
分
存
在
す

る
こ
と
（
地
域
資
源
）
及
び
原
資
（
元
手
）
は

燃
料
代
と
し
て
既
に
地
域
に
あ
る
こ
と
。

６
．
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
？

→
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
み
の
レ
ベ
ル
（
自
治

体
・
民
間
・
地
域
・
集
団
・
個
人
な
ど
）
で
違

う
。
多
様
で
あ
る
が
、
確
実
な
の
は
、
自
治
体

レ
ベ
ル
で
の
取
組
み
。
海
外
の
例
で
は
、
ド
イ

ツ
の
「
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
」
が
参
考
と
な
る
。

７
．
自
治
体
が
全

て
や
る
の
か
？

民
間
側
は
ど
う
関

わ
る
の
か
？

→
自
治
体
の
役

割
は
、
計
画
作
り
・

資
金
調
達
・
イ
ン

フ
ラ
整
備
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
事
業

な
ど
。
民
間
側
の

役
割
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
械
装
置
の

設
置
・
維
持
・
管

理
な
ど
。

→
今
や
ろ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
、

「
地
域
を
豊
か
に

す
る
取
組
み
」
で

あ
り
、
自
治
体
が

無
関
心
で
は
有
り

得
な
い
。

→
地
域
住
民
が

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
生
産
の
担
い
手

に
な
る
。

８
．
検
討
す
べ
き

こ
と
は
何
か
？

→
臼
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
あ
る
か
？

渦
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
は
あ
る
か
？

嘘
需
要
と
供
給

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
ど
う
取
る
か
？

唄
合
意
は

得
ら
れ
る
か
？
（
住
民
参
加
が
必
要
）

最
後
に
、
先
ず
最
初
に
準
備
す
べ
き
こ
と
は
、

何
を
ど
う
進
め
る
の
か
？

と
「
人
・
金
・
も

の
」
に
つ
い
て
説
明
し
各
々
の
必
要
性
を
示
し
、

終
了
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

会
場
の
参
加
者
と
２
名
の
講
師
を
交
え
て
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
か

ら
発
言
の
あ
っ
た
主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
津
別
町
は
森
林
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
道

内
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
大
規
模
発
電
施

設
が
建
設
さ
れ
、
将
来
的
に
は
木
材
の
取
り
合

い
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
本
町

で
使
え
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
量
に
つ
い
て

ど
う
な
の
か
。

２
．
日
照
率
が
高
い
の
で
太
陽
光
発
電
や
、
水

が
豊
富
な
の
で
水
力
発
電
な
ど
も
い
い
の
で
は

な
い
か
。

３
．
発
電
施
設
を
建
設
す
る
と
し
た
ら
、
ど
ん

な
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
が
コ
ス
ト
的
に
良
い
か
。

第
２
回
津
別
町
再
エ
ネ
勉
強
会

７
月

日
（
月
）
に
開
催
し
ま
し
た
第
２
回

25

「
津
別
町
再
エ
ネ
勉
強
会
」
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
て
関
心
の
あ
っ
た
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、「
全
国

の
先
進
的
事
例
紹
介
」
を
テ
ー
マ
に
各
地
域
で

取
組
ま
れ
て
い
る
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
、

２
名
の
講
師
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

次
号
（
９
月
号
）
で
は
、
第
２
回
「
津
別
町

再
エ
ネ
勉
強
会
」
の
開
催
内
容
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

林
政
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
グ

ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
３
１
８
）

76

▲

再
エ
ネ
勉
強
会
の
開
催
状
況

▲

壁
谷
氏
か
ら
の
提
言



今
年
で

回
目
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
、
今

71

な
お
広
島
・
長
崎
の
原
爆
の
後
遺
症
に
苦
し
む
多
く
の
人
た
ち

が
い
ま
す
。

核
も
戦
争
も
な
い
平
和
な
世
界
は
人
類
の
願
い
で
あ
り
ま
す

が
、
テ
ロ
と
報
復
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
別
町
は
、
平
成

年
９
月
に
左
記
の
「
非
核
・
平
和
の
町

10

宣
言
」
を
行
い
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成

年
に
は
幸

14

町
の
忠
魂
碑
跡
地
に
「
平
和

の
碑
」
を
建
立
し
、
恒
久
平

和
の
実
現
を
願
っ
て
い
ま

す
。

さ
ら
に
、
平
成

年
21

に
、
連
帯
し
て
世
界
恒
久
平

和
の
実
現
を
願
う
「
平
和
市

長
会
議
」
に
加
盟
し
ま
し
た
。

第

回
つ
べ
つ
夏
ま
つ
り
が
、

46

７
月
２
日
・
３
日
の
二
日
間
、
河

岸
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｒ
Ｅ
Ｃ
つ
べ
つ
に
よ
る
リ
コ
ー

ダ
ー
演
奏
で
幕
開
け
し
た
２
日
の

前
夜
祭
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
し
た
が
、
出
店
に
は
多
く
の
人

が
訪
れ
、
も
ち
ま
き
大
会
と
花
火

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
日
の
本
祭
で
は
、
姉
妹
都

市
・
南
ア
ル
プ
ス
市
も
参
加
し
た

つ
べ
つ
観
光
物
産
ま
つ
り
、
第
12

回
川
の
ぼ
り
大
会
、
特
産
ビ
ー
フ

ま
つ
り
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た

人
が
夏
の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ま
た
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ

れ
た
Ｈ
Ｂ
Ｃ
公
開
録
音
に
は
、

「
亜
麻
色
の
髪
の
乙
女
」
で
お
な
じ

み
の
島
谷
ひ
と
み
、
旭
川
出
身
の

歌
手
・
浅
井
未
歩
、
お
笑
い
コ
ン

ビ
・
流
れ
星
が
登
場
し
、
会
場
を

埋
め
た
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

【
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
医
療
機

関
の
窓
口
負
担
が
０
円
に
な
り
ま
す
】

道
内
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
際
、
受
給
者

証
を
提
示
す
る
こ
と
で
窓
口
負
担
が
０
円
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
容
器
代
等
の
保
険
適
用
外

は
除
き
ま
す
。

ま
た
、
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
医
療
機
関
等

で
受
診
し
た
場
合
は
、
領
収
書
を
役
場
に
持
参

の
上
、
医
療
費
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

【
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
の
方
が

助
成
対
象
に
な
り
ま
す
】

ひ
と
り
親
家
庭
で
、

歳
未
満
の
児
童
・
生

18

徒
及
び
そ
の
児
童
等
を
養
育
し
て
い
る
方
が
対

象
で
す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
児
童

等
が

歳
未
満
ま
で
対
象
と
な
り
ま
す
（
申
請

20

に
は
在
学
証
明
書
が
必
要
）。

受
給
者
証
は
、
各
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
親
の
外
来
は
医
療
機
関
で
発
行
さ

れ
る
領
収
書
を
役
場
に
持
参
の
上
、
医
療
費
の

請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
～
２
級

と
３
級
（
内
臓
疾
患
の
み
）、
療
育
手
帳
「
A
」

判
定
の
方
な
ど
で
す
。

受
給
者
証
は
、
各
医
療
機
関
で
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※

住
民
税
課
税
で

歳
以
上
の
一
定
の
障
が

65

い
が
あ
る
方
（
障
が
い
後
期
医
療
制
度
加
入
者
）

は
、
自
己
負
担
が
１
割
と
な
り
ま
す
が
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
も
同
じ
１
割
と
な
り
ま
す
の

で
、
受
給
者
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

医
療
給
付
担
当
厩
番
窓
口

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
２
２
９
）
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町
で
は
、
北
海
道
と
共
同
で
医
療
費
の
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
受
給
者
証
は
毎

年
７
月
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

現
在
助
成
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
方
に
は
、
７
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
も
し
届
い
て
い

な
い
方
が
い
ま
し
た
ら
役
場
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
事
業

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業

「
非
核
・
平
和
の
町
宣
言
」
の
決
議

世
界
の
恒
久
平
和
と
豊
か
で
安
全
な
地
域
環
境
を
守
る
こ
と

は
、
全
世
界
の
共
通
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
切
な
る
人
類
の
願
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
な
お
こ
の
地

球
上
に
は
大
量
の
核
兵
器
が
蓄
積
さ
れ
、
核
実
験
・
核
競
争
が
行

わ
れ
、
こ
の
脅
威
か
ら
解
放
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
核
兵
器
の

使
用
は
地
球
を
破
壊
し
、
す
べ
て
の
人
類
、
す
べ
て
の
文
明
を
破

滅
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

世
界
唯
一
の
被
爆
体
験
国
で
あ
る
日
本
国
民
は
、
こ
の
過
ち

を
再
び
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
世
界
に
訴

え
続
け
、
核
競
争
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

愛
林
の
町
を
宣
言
し
て
い
る
私
た
ち
津
別
町
民
は
、
緑
豊
か

な
自
然
と
郷
土
を
守
り
子
孫
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
非
核
三
原

則
の
作
ら
ず
・
持
た
ず
・
持
ち
込
ま
せ
ず
の
理
念
を
尊
守
し
、

恒
久
平
和
の
実
現
を
願
い
、
こ
こ
に
「
非
核
・
平
和
の
町
宣
言
」

を
す
る
。

以
上
、決
議
す
る
。

平
成

年
９
月

日

北
海
道
網
走
郡
津
別
町
議
会

10

25

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業

平平成14年に建立された「平和の平成14年に建立された「平和の碑碑」」

島島谷ひとみがヒット曲を熱島谷ひとみがヒット曲を熱唱唱

人気お笑いコンビ人気お笑いコンビ 流流れ星れ星

山鳴太鼓保存会の力強い演山鳴太鼓保存会の力強い演奏奏 子どもたちに人気のスマートボー子どもたちに人気のスマートボールル 出店には行列出店には行列もも

まる太くん音頭を初披まる太くん音頭を初披露露 今年の川のぼり大会は難コース今年の川のぼり大会は難コース？？

ＲＥＣつべつのリコーダＲＥＣつべつのリコーダーー演演奏奏 雨の中で行われ雨の中で行われたたもちまき大会もちまき大会



７
月

日
、
学
校
給
食
用
に
津
別
町
酪
農
振
興

12

会
（
大
矢
根
督
会
長
）
か
ら
津
別
町
産
牛
乳
「
明
治
・

牛
と
共
に
生
き
る
放
牧
酪
農
家
の
牛
乳
」
の
提
供

が
、
ま
た
津
別
町
肉
牛
振
興
会
（
迫
田
浩
司
会
長
）

か
ら
津
別
町
産
黒
毛
和
牛
肉
の
寄
贈
が
あ
り
、
宮

管
教
育
長
に
そ
れ
ぞ
れ
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

給
食
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
地
元
食
材
の

素
晴
ら
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
安

心
安
全
な
も
の

を
提
供
し
た
い

と
い
う
生
産
者

の
思
い
か
ら
毎

年
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

毎
週
火
曜
日

に
提
供
さ
れ
る

牛
乳
は
、
通
常

よ
り
割
高
に
な

る
分
と
の
差
額

を
酪
農
振
興
会

が
負
担
し
ま
す
。

７
月
７
日
、
平
成

年
度
「
ふ
れ
あ
い
町
民
の

28

つ
ど
い
」（
主
催

社
明
運
動
津
別
町
推
進
委
員

会
）
兼
「
津
別
町
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
」（
主
催

津
別
町
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
が
、
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
多
一
町
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、
美

幌
地
区
保
護
司
会
津
別
分
区
長
の
福
井
全
雅
さ
ん

が
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
。
標
語
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式
で
は
、
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
（
各
部
門
の
最

優
秀
賞
作
品
を

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

12

後
半
は
、
津
別
町
連
合
P
T
A
の
講
演
会
が
行

わ
れ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
北
海
道
支
社
ス
マ
ホ
・

（株）

ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
担
当
の
山
口
恵
理
さ
ん
が
、

「
ス
マ
ホ
・
携
帯
の
現
状
と
安
全
な
使
い
方
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

北
見
保
健
所
管
内
に
自
生
す
る
大
麻
の
抜
き
取

り
作
業
『
野
生
大
麻
ゼ
ロ
作
戦
！
』
が
今
年
も
実

施
さ
れ
、
津
別
町
で
は
７
月

日
、
津
別
ラ
イ
オ

12

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
北
見
保
健
所
、
役
場
な
ど
か
ら
の

参
加
者
が
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク

に
集
め
ら
れ
た
大
麻
は
８
６
０
本
、
２
３
０
茜
に

も
及
び
、
こ
れ
ら
は
全
て
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
ま

し
た
。

管
内
に
は
、
多
く
の
野
生
大
麻
が
自
生
し
て
お

り
、
大
麻
を

悪
用
し
た
犯

罪
が
社
会
問

題
化
し
て
い

る
こ
と
な
ど

か
ら
、
毎
年

大
き
く
生
育

す
る
前
の
こ

の
時
期
に
行

わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

第

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

66
ふ
れ
あ
い
町
民
の
集
い
開
催

野
生
大
麻
ゼ
ロ
作
戦
！

大
麻
の
抜
き
取
り
作
業
を
実
施

晴
天
に
恵
ま
れ
た
７
月
９
日
、
津

別
児
童
館
つ
べ
つ
ん
主
催
の
「
流
し

ソ
ー
メ
ン
」
事
業
を
、
町
民
会
館
敷

地
内
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

保
護
者
会
協
力
の
も
と
、
児
童
・

保
護
者
併
せ
て

名
が
初
夏
を
感

６８

じ
る
流
し
ソ
ー
メ
ン
を
堪
能
し
ま

し
た
。

ソ
ー
メ
ン
の
他
に
も
、
提
供
い
た

だ
い
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
、

イ
チ
ゴ
や
ゼ
リ
ー
等
も
流
し
、
子
ど

も
た
ち
は
喜
ん
で
お
腹
い
っ
ぱ
い

食
べ
て
い
ま
し
た
。

児
童
館
つ
べ
つ
ん

み
ん
な
で
流
し
ソ
ー
メ
ン

６
月

日
、
元
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札

２８

幌
の
曽
田
雄
志
さ
ん
を
講
師
に
招
い

て
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

会
場
の
ふ
れ
あ
い
公
園
サ
ッ
カ
ー

場
Ｂ
グ
ラ
ン
ド
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
ば
か
り
で
、
緑
が
鮮
や
か
な

最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
参
加
し

た
小
学
生
、
中
学
生
た
ち
は
曽
田
さ

ん
の
分
か
り
や
す
い
指
導
の
下
、
基

本
の
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
実
戦
的
な

プ
レ
ー
ま
で
、
真
剣
に
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

ミ
ス
タ
ー
コ
ン
サ
ド
ー
レ
が
先
生

曽
田
雄
志
さ
ん
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
開
催

▲

左
か
ら
津
別
町
肉
牛
振
興
会
・
北

野
副
会
長
、
宮
管
教
育
長
、
津
別
町

酪
農
振
興
会
・
大
矢
根
会
長

津
別
産
の
安
心
食
材
を
子
ど
も
た
ち
に

和
牛
肉
寄
贈
と
放
牧
牛
乳
の
提
供

津
別
町
の
未
来
に
は

観
光
と
人
の
誘
致

京都出身 東京での学生・サラリー
マン生活、イギリス・タイ等長年の
海外生活経験を経て日本へ帰国。

太太田克太田克彦彦

５
月
に
京
都
か
ら
津
別
観

光
協
会
に
来
ま
し
た
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
太
田
と
申

し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

津
別
の
観
光
地
は
ノ
ン
ノ

の
森
が
一
番
好
き
で
す
。
川

の
流
れ
が
癒
さ
れ
ま
す
。
津

別
峠
・
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
は
知

床
に
は
勝
て
ま
せ
ん
が
、
阿

寒
湖
や
釧
路
な
ん
か
よ
り
魅

力
的
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

問
題
は
知
ら
れ
て
い

な
い
だ
け
で
す
。
こ

れ
か
ら
頑
張
っ
て
津

別
を
有
名
な
観
光
地

に
し
た
い
で
す
。

住
ん
で
気
に
な
っ

た
事
は
、
町
の
子
供
は

高
校
を
卒
業
す
る
と

大
学
や
仕
事
の
あ
る

都

会

に

人

が

出

て

行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
が
す
ご
く
残
念

に
思
い
ま
す
。

津
別
は
若
者
に
と
っ
て
も

十
分
魅
力
的
な
町
だ
と
思
い

ま
す
。

道
東
の
観
光
地
に

も
２
時
間
圏
内
で
、
自
然
の

好
き
な
人
に
と
っ
て
津
別
は

パ
ラ
ダ
イ
ス
で
す
。

最
近

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
さ
え
あ

れ
ば
自
宅
で
出
来
る
仕
事
も

あ
る
の
で
、
そ
ん
な
人
達
が

津
別
に
移
住
し
て
く
れ
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

タイ赴任中のひとコマ。タイ・ミャンマー国境ジャングル

川登り。津別にもこんな場所があれば観光に使えます。

６
月

日
、
平
成

年
津
別
消
防
演
習
が
、
津

26

28

別
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

津
別
消
防
署
か
ら

名
、
津
別
消
防
団
か
ら

16

79

名
、
美
幌
消
防
団
か
ら
６
名
、
車
両
８
台
（
う
ち

美
幌
消
防
団
１
台
）
が
出
動
し
て
行
わ
れ
た
演
習

で
は
、
小
隊
訓
練
や
消
防
ポ
ン
プ
車
操
法
な
ど
に

真
剣
な
表
情
で
取
り
組
み
、
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

演
習
の
合
間
に
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｃ
つ
べ
つ
の
リ
コ
ー

ダ
ー
演
奏
、
認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
た
ち
に
よ
る

ミ
ニ
消
防
車
放
水
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
。

消
防
庁
舎
前
の
道
道
で
は
、
工
場
火
災
発
生
を

想
定
し
た
模
擬
火
災
訓
練
の
一
斉
放
水
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

災
害
へ
万
全
の
備
え
と
心
構
え
を

津
別
消
防
演
習
を
実
施

▲標語コンクール一般の部最優秀賞の表彰を受ける津別

高校１年の木内基貴さん



津
別
中
学
校
で
２
年
生
と
３
年
生

の
英
語
を
担
当
し
、
３
年
生
ク
ラ
ス
の

副
担
任
も
務
め
て
い
る
渡
邊
美
希
さ

ん
。
着
任
し
た
の
は
平
成

年
で
す

25

が
、
か
ね
て
よ
り
希
望
し
て
い
た
青
年

海
外
協
力
隊
と
し
て
の
派
遣
が
認
め

ら
れ
、
翌
平
成

年
４
月
か
ら
３
か
月

２６

の
訓
練
を
経
て
、
７
月
か
ら
今
年
３
月

ま
で
ア
フ
リ
カ
の
ザ
ン
ビ
ア
で
教
育

支
援
活
動
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

「
ザ
ン
ビ
ア
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
、
こ
れ
ま
で
教

育
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
通
う
学
校
で
、
英
語
や
算
数
な

ど
を
教
え
ま
し
た
。
素
直
で
子
ど
も

ら
し
い
生
徒
ば
か
り
で
し
た
が
、
学
校

か
ら
帰
れ
ば
労
働
力
と
し
て
家
の
手

伝
い
を
す
る
の
が
普
通
で
、
そ
の
生
活

力
や
た
く
ま
し
さ
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
」
と
２
年
近
く
に
及
ぶ
活
動
を

振
り
返
り
ま
す
。

こ
の
４
月
か
ら
津
別
中
学
校
に
戻

り
、
授
業
の
他
に
生
徒
会
や
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
の
指
導
に
取
り
組
む
な

ど
多
忙
な
日
々
を
送
る
渡
邊
さ
ん
。

い
つ
の
日
か
、
日
本
に
ザ
ン
ビ
ア
の
子

ど
も
た
ち
を
招
き
、
日
本
の
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
の
実
現
を
思
い
描
い
て

い
る
そ
う
で
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
ザ
ン
ビ
ア
で
活
動

渡
邊

美
希

さ
ん

わたなべ みきさん／昭和58年７月生まれ、津別中学

校勤務

今月は卵についてです
卵の栄養って？ ズバリ、良質なたんぱく質です

メチオニンというアミノ酸は肝機能障害の改善に

役立つといわれています。また、脂肪やたんぱく質の

エネルギー代謝を助けるビタミンＢ２も多く含まれ、

骨を丈夫にするビタミンＤや鉄、カルシウム、リンも含まれています。

卵はどう保存するの？

とがった方を下にして保存します。丸い方よりもとがった方が卵殻の強度があることと、丸い方には「気

室」があり、下にすると卵黄と気室内の空気が触れ易くなって細菌が入り込む可能性が高くなるからです。

卵の賞味期限が過ぎたら食べられないの？

卵の賞味期限は「安心して生で食べられる」期間です。期限を過ぎた卵は加熱調理（７０℃１分以上、他の食材

と混ぜる場合は７５℃ １分以上）して食べることが出来ます。但し保存（常温保存等）の状態によっては腐敗を

確認し廃棄した方が安心です。買ってきたら冷蔵庫で

保存しましょう。（日本卵業協会ホームページより） 牛乳・乳製品利用料理コンクールのご案内

野菜を食べよう、1日 350ｇ！

野菜を知ろう：先月の野菜はブロッコリーでした。

今月の野菜は日本書紀に記載されていて古く

からあり、葉は緑黄色野菜、根の白い部分はその他の野

菜です。春の七草の『すずな』といえば？

去
年
の

月
か
ら
ケ
ア
ハ
ウ
ス
つ

11

べ
つ
で
生
活
し
て
い
る
野
本
弘
子
さ

ん
。
以
前
は
体
調
を
崩
し
、
食
欲
が

な
い
時
期
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
入
居
後
は
体
調
も
良
く

「
美
味
し
い
食
事
を
き
ち
ん
と
三
食

い
た
だ
い
て
、
す
っ
か
り
元
気
に
な

り
ま
し
た
。
子
ど
も
時
代
か
ら
の
友

人
も
い
て
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

生
家
は
本
町
に
あ
っ
た
野
本
馬
具

店
。
昭
和

年
代
ま
で
は
馬
が
農
作

20

業
や
材
木
運
搬
の
主
役
の
時
代
で
、

馬
具
の
需
要
が
多
く
、
店
に
は
職
人

も
何
人
か
い
た
そ
う
で
す
。

７
人
兄
弟
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ

た
野
本
さ
ん
は
、
津
別
中
学
校
を
卒

業
後
、

歳
か
ら

年
あ
ま
り
当
時

17

10

東
町
に
あ
っ
た
農
協
に
勤
め
ま
す
。

結
婚
し
た
の
は

歳
の
と
き
で
、

30

国
鉄
職
員
だ
っ
た
ご
主
人
の
赴
任
先

で
あ
る
旧
羽
幌
線
・
遠
別
に
新
居
を

構
え
ま
す
。
仕
事
柄
、
そ
の
後
、
北

見
、
上
川
な
ど
２
～
３
年
ご
と
に
転

勤
が
あ
り
、
仲
良
く
な
っ
た
近
所
の

奥
さ
ん
た
ち
と
の
別
れ
や
新
た
な
出

会
い
も
幾
度
か
あ
り
ま
し
た
。

野
本
さ
ん
が
津
別
に
戻
っ
た
の
は

昭
和

年
の
こ
と
。
阿
寒
の
ホ
テ
ル

53

な
ど
に
勤
め
た
後
、
つ
べ
つ
木
材
工

芸
館
で
働
き
始
め
ま
す
。
主
に
木
工

製
品
の
仕
上
げ
な
ど
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
熱
中
し
た
の
が
山
登
り

で
し
た
。
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で
、
雄

阿
寒
岳
、
雌
阿
寒
岳
、
斜
里
岳
、
羅

臼
岳
な
ど
近
郊
の
山
か
ら
、
少
し
遠

出
し
て
大
雪
連
山
ま
で
、
多
く
の
山

に
登
り
ま
し
た
。
野
本
さ
ん
に
と
っ

て
は
、

代
の
と
き
に
知
り
合
い
に

20

誘
わ
れ
て
登
っ
た
大
雪
連
山
以
来
、

久
し
ぶ
り
の
山
と
の
付
き
合
い
と
な

り
ま
し
た
。「
登
る
と
き
は
苦
し
い

け
れ
ど
、
途
中
で
見
る
お
花
畑
や
、

頂
上
か
ら
の
眺
め
が
す
ば
ら
し
い
で

す
」
と
野
本
さ
ん
は
登
山
の
魅
力
を

話
し
ま
す
。

今
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
体
を
動
か

す
機
会
が
多
く
、
他
に
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
わ
る
な
ど
、
活
動

的
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

個
人
事
業
者
の
方
で
、
前
年
分
の
確
定

消
費
税
額
が

万
円
を
超
え
る
方
は
、
税

48

務
署
に
中
間
申
告
書
を
提
出
す
る
と
と

も
に
、
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
を

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
「
前
年
分
の
確
定
消
費
税
額
」
と

は
、
前
年
分
（
平
成

年
分
）
の
確
定
申

２７

告
に
よ
り
確
定
し
た
消
費
税
の
年
税
額

を
い
い
、
期
限
後
申
告
又
は
修
正
申
告
等

が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
確
定
し
た
消
費
税
の
年
税
額
を
い
い

ま
す
（
地
方
消
費
税
は
含
み
ま
せ
ん
）。

中
間
申
告
の
方
法

次
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
、
い
ず
れ
か

の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

臼
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告

渦
仮
決
算
に
基
づ
く
中
間
申
告
（
事
業
状

況
が
前
年
と
著
し
く
異
な
る
場
合
な

ど
の
と
き
）

申
告
と
納
付
期
限

確
定
消
費
税
の
額
（
地
方
消
費
税
分
を

除
く
額
）
が

万
円
を
超
え
４
０
０
万
円

48

以
下
の
方
は
平
成

年
８
月

日
（
水
）

２８

３１

ま
で
に
申
告
・
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
の
振
替
日
は

平
成

年
９
月

日
（
水
）
に
な
り
ま
す
。

２８

２８

消
費
税
等
の
中
間
申
告

のもと ひろこさん／昭和９年３月、津別町生まれ／

82歳／達美在住

さ
ん

野
本

弘
子

～

代
の
頃
は

40

50

登
山
に
熱
中

【460】

問い合わせ先 税務収納グループ 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）

収納担当（内線 218）

毎年、牛乳・乳製品利用料理コンクールが開催

され、レシピを募集しています。

応募の規定や方法などは北海道牛乳

普及協会のホームページに掲載の他、

役場にも応募用紙があります。

自慢の料理を応募してみませんか？

８月18日（木）と
19日（金）に献血が

あります
献血協力者の方に

津別ライオンズクラブから

卵がプレゼントされます。



「
北
方
領
土
返
還
要
求
強
調
月

間
」
に
伴
い
、
北
方
領
土
返
還
要
求

の
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
次
の
場
所
に
設

置
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

設
置
期
間

８
月
１
日（
月
）～

８
月

日（
水
）

31

設
置
場
所

役
場

正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

※
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、
政
府
要
求
・
請
願
用

に
し
か
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
０
８
）

76
町
と
教
育
委
員
会
で
は
、

月
11

３
日
の
文
化
の
日
に
、
町
政
の
発
展

や
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
推
進
に
寄

与
さ
れ
た
方
や
、
他
の
模
範
と
な
る

よ
う
な
行
い
を
さ
れ
た
方
、
文
化
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
顕
著
な
功

績
を
残
さ
れ
た
個
人
と
団
体
に
対

し
、
毎
年
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

清
掃
活
動
や
地
域
へ
の
奉
仕
活
動

な
ど
、
目
立
つ
こ
と
な
く
善
行
を
長

年
に
わ
た
り
行
っ
て
い
る
人
が
い
ま

し
た
ら
、
町
へ
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
の
種
類

・
功
労
表
彰（
自
治
・
消
防
・
産
業
開

発
・
社
会
福
祉
・
教
育
文
化
）

・
善
行
表
彰

・
文
化
賞
、
文
化
奨
励
賞

・
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

推
薦
締
切
日

９
月
２
日（
金
）

推
薦
先
・
問
い
合
わ
せ
先

・
功
労
と
善
行

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
０
８
）

76

・
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ

中
央
公
民
館
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
７
１
３

76

釧
路
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と

全
国
各
地
の
青
年
会
が
主
催
・
連

携
し
、
養
育
費
に
関
す
る
電
話
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

８
月
７
日（
日
）

午
前

時
か
ら
午
後
４
時

10

相
談
電
話

緯
０
１
２
０
室
５
６
７
室
３
０

１（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先（
担
当

西
山
）

緯
０
１
５
４
室

室
９
２
０
９

６４

全
て
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

は
、
平
成

年
８
月
１
日
か
ら
８

２８

月

日
ま
で
に
現
況
届
を
役
場
に

３１
提
出
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

提
出
が
な
い
場
合
は
手
当
額
の
一

部
又
は
全
部
が
停
止
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
間

平
成

年
８
月
１
日
～
８
月

日

２８

３１

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

福
祉
担
当
瓜
番
窓
口

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
７
７
）

７６

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

不審な電話にご用心！
美幌町、津別町で、不審な電話が相次いでいます。

内容は「○○さんですよね？」「以前布団を買って

頂いていますよね？」「新しく布団カバーをプレゼ

ントで送りました」という身に覚えのない不審な電

話です。

電話を受けた方はプレゼントを断っても「もう送

りましたから遅いですよ」などと言われております。

今のところ、プレゼントが実際に送られてきたり、

お金を請求されたりの被害はありませんが、この手

の身に覚えのない不審な電話があったり、業者が訪

れた場合は きっぱりと断る！ 警察に通報

する！ ようにお願いします。

問い合わせ先 美幌警察署 緯72－0110

８月は

月 です

平
成
元
年
、
政
府
総
務
庁
（
現
・

内
閣
府
）
交
通
安
全
対
策
本
部
が

８
月

日
を
「
バ
イ
ク
の
日
」
と

１９

制
定
し
ま
し
た
（
８
・
１
・
９
と

バ
イ
ク
の
語
呂
合
わ
せ
）。

我
が
国
の
バ
イ
ク
保
有
台
数
は

全
国
で
約
１
１
０
０
万
台
。
日
本

人
の

人
に
１
人
が
バ
イ
ク
を
利

１１

用
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
原
付
自
転
車
は
自
動
車
の

普
通
免
許
で
運
転
が
可
能
な
た
め
、

普
通
免
許
を
取
得
し
て
い
る
の
べ

８
２
０
０
万
人
が
い
つ
で
も
運
転

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
利
用
シ
ー
ン
が
あ
る
バ

イ
ク
で
す
が
、
自
動
車
と
は
違
い
、

全
身
を
覆
う
硬
い
車
体
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
事
故
に
遭
っ

た
時
の
衝
撃
を
体
が
直
接
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト

や
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
の
装
着
を
忘
れ

ず
、
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り

守
っ
て
、
短
い
夏
を
楽
し
く
過
ご

し
て
く
だ
さ
い
。

８
月

日
は
バ
イ
ク
の
日
で
す
！

１９

住民企画課
住民環境
グループ

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
！

功
労
者
・
善
行
者
及
び
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
賞
の
推
薦
に
つ
い
て

北
方
領
土
返
還
要
求

署
名
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

今
月
は
移
動
献
血
車
「
ひ
ま
わ

り
号
」
が
２
日
間
来
町
し
ま
す
。

ご
都
合
の
良
い
日
に
、
津
別
町
の

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
1
日
目
】
8
月

日
（
木
）

18

場
所
・
時
間

役
場
議
事
堂
前

9
時

分
～

時

分

30

11

30

時

分
～

時

分

13

00

15

00

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
い
し
ば
し
前

時

分
～

時

分

15

30

16

30

【
2
日
目
】
8
月

日
（
金
）

19

場
所
・
時
間

役
場
議
事
堂
前

9
時

分
～

時

分

30

11

30

丸
玉
産
業
前

時

分
～

時

分

13

00

15

00

津
別
高
校
前

時

分
～

時

分

15

30

16

30

☆
当
日
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
に
は
、

津
別
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ

よ
り
卵
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
３
１
）

76

７
月
１
日
を
も
っ
て
、
次
の
両

氏
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

布
瀬

勝
明

修
田

建
惠

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
住
民
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
内
容
は
離
婚
相
談
な
ど
家

庭
内
の
問
題
や
、
借
地
借
家
の
問

題
、
隣
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
幅

広
く
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

《
津
別
町
の
人
権
擁
護
委
員
》

鷹
觜

と
し
子

布
瀬

勝
明

修
田

建
惠

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課

住
民
環
境
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
１
６
）

７６
税
関
で
は
戦
後
、
海
外
か
ら
引

き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お

預
か
り
致
し
ま
し
た
、
約

万
件

86

の
次
の
よ
う
な
未
返
還
の
保
管
証

券
類
を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す
。

◎
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地

の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
・
証
券
。

◎
帰
国
前
に
樺
太
（
真
岡
、
大
泊
、

豊
栄
、
留
多
加
な
ど
）、
満
州
（
瀋

陽
、
吉
林
、
撫
順
、
鞍
山
な
ど
）

に
あ
っ
た
在
外
公
館
、
日
本
人

自
治
会
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
券
類
の
う
ち
日
本
に
返
還
さ

れ
た
も
の
。

※
返
還
の
請
求
は
ご
本
人
だ
け
で

な
く
ご
家
族
の
方
で
も
構
い
ま
せ

ん
。「
も
し
か
し
た
ら
家
に
も
…
」

と
お
気
付
き
の
方
は
、
お
気
軽
に

最
寄
り
の
税
関
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
税
関
支
署
網
走
出
張
所

緯
０
１
５
２
室

室
５
８
１
１

43

「
二
次
被
害
」
に
ご
注
意
!!

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

A

人
権
擁
護
委
員
に

布
瀬
氏
、
修
田
氏
再
任

戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て

来
ら
れ
た
方
々
へ

「
献
血
」
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

以
前
、
家
族
が
訪
問
販
売
で

布
団
を
購
入
し
た
。
支
払
い
は

全
て
済
ん
で
い
る
が
、
最
近
に

な
り
「
未
払
い
が
あ
る
の
で
支
払

う
よ
う
に
」
と
見
知
ら
ぬ
業

者
が
訪
問
。
業
者
名
や
個
人

名
を
尋
ね
て
も
一
切
名
乗
ら

ず
不
審
だ
。

こ
れ
は
過
去
に
契
約
し
た

事
柄
が
あ
る
人
に
対
し
て
、

未
払
い
の
請
求
や
新
た
な
契

約
を
さ
せ
る
た
め
の
詐
欺
の
手

口
で
す
。
完
済
済
み
で
あ
れ
ば

支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

き
っ
ぱ
り
断
っ
て
く
だ
さ
い
。

二
次
被
害
で
は
、
以
前
に
契

約
を
し
た
と
い
う
業
者
名
と
違

う
業
者
名
で
訪
問
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
相
手
の
話
を
鵜
呑

み
に
せ
ず
、
安
易
に
返
事
や
承

諾
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

判
断
に
迷
う
場
合
、
そ
の

場
で
支
払
う
こ
と
は
避
け
、

家
族
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６
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月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

お
盆
休
み

８
月

日
（
月
）

１５

Q

◆８月は「町道民税」「介護保険料」第２期、

「国民健康保険税」「後期高齢者医療保険料」

第３期の納付月です

※納付期限は８月31日（水）です。

※口座振替をご利用の方は、引落口座の残高の

ご確認をお願いいたします。

問い合わせ先 税務収納グループ 緯76－２１５１

税務担当（内線２２０、２２１）、収納担当（内線218）

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

司
法
書
士
に
よ
る
『
全
国
一

斉

養
育
費
相
談
会
』
開
催

け
ん
け
つ
ち
ゃ
ん

（
北
海
道
バ
ー
ジ
ョ
ン
）

８月15日（月）午後６時30分から
※悪天候の場合、16日午後６時30分に順延と

なります（開催の問い合わせは下記まで）。

◎毎年好評のアメリカン盆ダンス

◎目指せ！優勝賞品 子ども・大人仮装盆踊り

◎津別の特産品が当たるお楽しみ抽選会

会 場

津別神社境内

仮装申し込み

当日会場で受

け付けます

問い合わせ先

津別観光協会事務局（さんさん館）

緯77－3771

※駐車場は、商工会館、さんさん館、町営駐

車場（林協様横）等をご利用ください。



月 1日（ ） 月 日（ ）

津
別
町
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ

津別町では、町の魅力満載のＰＲビデオを制作し

全国へ向け発信を行っています。昨年の公開から約

1年が経ち、動画の再生回数は12,000回を超える勢

いとなっています。

町では、更なる魅力発信を行うため、町内外問わ

ずＰＲビデオを放映していただける方にＤＶＤの

貸し出しを行うことといたしました。

ご希望の方は、下記まで連絡をお願いします。

問い合わせ先

住民企画課 企画グループ

緯76－2151（ 内線242）

北海道障害者職業能力開発校が
入校前適性相談を実施します

６
月

日
に
実
施
し
た
３
歳
児

14

健
診
で
、
む
し
歯
が
ゼ
ロ
の
お
友

だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

上
田

想
真
く
ん
（
共
和
）

そ
う
ま

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
３
３
２
）

76
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

か
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

加
入
者
の
皆
さ
ま
の
お
薬
代
の

負
担
軽
減
や
健
康
保
険
財
政
の
改

善
に
つ
な
が
り
、
今
後
の
医
療
費

や
保
険
料
率
の
伸
び
が
抑
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
協
会
け
ん
ぽ
で
は

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
の
普
及

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
か
か
り
つ

け
の
医
師
・
薬
剤
師
へ
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処
方
に
つ
い
て

ご
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

禁
煙
・
分
煙
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

北
海
道
は
全
国
的
に
見
て
、
喫

煙
率
が
高
い
地
域
で
す
。
協
会
け

ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
、
喫
煙
対

策
を
通
じ
て
加
入
者
の
皆
さ
ま
の

健
康
を
守
る
、
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
北
海
道
支
部

緯
０
１
１
室
７
２
６
室
０
３
５
２

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現

場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設

業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
国
の
制

度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し
込

み
手
続
は
簡
単
で
す
。

事
業
主
の
方
々
が
、
労
働
者
の

働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な

る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、

そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
と
き
に
、
建
退
共

か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制

度
で
す
。

○
加
入
で
き
る
事
業
主

…
建
設
業
を
営
む
方

○
対
象
と
な
る
労
働
者

…
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

○
掛
金
…
日
額
３
１
０
円

問
い
合
わ
せ
先

建
設
業
退
職
金
共
済
北
海
道
支
部

緯
０
１
１
室
２
６
１
室
６
１
８
６

第

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

66

動
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し

ま
す
（
最
優
秀
賞
の
み
掲
載
）。

◎
小
学
生
の
部
最
優
秀
賞

『
声
か
け
で

安
全
、
安
心

町
づ
く
り
』

向
平
萌
衣
さ
ん
（
津
小
６
年
）

◎
中
学
生
の
部
最
優
秀
賞

『
あ
り
が
と
う

笑
顔
に
な
れ

る

愛
言
葉
』

菊
池
美
沙
希
さ
ん
（
津
中
３
年
）

◎
一
般
の
部
最
優
秀
賞

『
あ
い
さ
つ
で

繋
が
る
心
と

地
域
の
輪
』

木
内
基
貴
さ
ん
（
津
高
１
年
）

北
海
道
立
北
見
病
院
は
、
８
月
１

日
よ
り
北
見
赤
十
字
病
院
北
館
の

隣
接
地
に
庁
舎
を
移
転
し
診
療
を

開
始
い
た
し
ま
す
。
患
者
駐
車
場

は
、
北
見
赤
十
字
病
院
患
者
専
用
駐

車
場
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

新
住
所

北
見
市
北
７
条
東
２
丁

目
（
Ｊ
Ｒ
北
見
駅
か
ら
徒
歩
８
分
）

緯
０
１
５
７
室

室
６
２
６
１

24

（
今
ま
で
と
同
じ
で
す
）

介護休業給付金の支給率が引き上げられました

平成28年８月１日以降に開始する介護休業からは

給付率が67％（従来は40％）に引き上げられます。

※介護休業給付金の支給を受けるには一定の要件が

あります。詳しくはお近くのハローワークまでお問

い合わせください。

問い合わせ先 ハローワーク美幌 緯73－3555

《 重 点 目 標 》

臼暴力団の違法な資金獲得活動の実態周知と被害防止

振り込め詐欺、サラ金・携帯電話使用料等の架空請求、

書籍の購入要求、ゆすり、たかり等の暴力的要求行為そ

の他の暴力被害の早期相談と積極的な届出を呼びかける。

渦少年に対する暴力団の影響排除と環境の浄化

暴力団関係者との交遊、車の暴走行為や薬物乱用等の

非行行為を見たときは、保護者や関係者に知らせるよう

呼びかける。

問い合わせ先

公益財団法人 北海道暴力追放センター北見支局

緯0157－61－5982

国立北海道障害者職業能力開発校では、求職中

の障がい者（応募希望者）の入校前適性相談を実

施します。

実施期間 ６月１日から平成29年３月10日まで

問い合わせ先

ハローワーク美幌 緯73－３５５５

国立北海道障害者職業能力開発校

（砂川市焼山60番地）緯０１２５－52－２７７４

■募 集 期 間 平成28年８月１日（月）～平成28年８月31日（水）

■対 象 事 業 □人づくり活動支援事業…町民が国内外で研修する事業

○補助額…補助対象経費の１/２以内（ 限度額：国内８万円、国外20万円）

□まちづくり活動支援事業…町内の団体が既存の活動の拡充となる自主的なまちづくり活動

を行う事業（過去に申請した団体でも別事業での申請が可能になりました）

○補助額…補助対象経費の総額以内（限度額：100万円 下限額：５万円）

※補助対象外経費でも審査委員会で認められたものについては対象経費となります。

■事業の承認 申請者は、必要書類提出後、審査会において審査委員に事業概要等を説明していただきます（プ

レゼンテーション）。そこでの審査の結果、事業が採択されます。

町では、『津別町人づくり・まちづくり活動支援事業』として、産業、福祉、芸術文化、

スポーツ、コミュニティー活動など様々な分野で地域の活性化を図ることを目的に、ま

ちづくりのリーダーの育成及び町民の自主的なまちづくり活動を支援しています。

申請及び問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－2151（内線241）

参考（平成２８年度第１回に採択された事業）

《人づくり事業》 商工会女性部東北地域復興視察研修

《まちづくり事業》 ものそと研究所活動プロジェクト 2016、「森林セラピー基地“ノンノの森”」活性化事業、

発達凸凹っ子のためのコンディショニング講座、津別野外音楽祭2016

津別町 人づくり・まちづくり活動支援事業募集のお知らせ

8年

第

道
立
北
見
病
院
の
庁
舎
が

移
転
と
な
り
ま
す

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

標
語
入
賞
作
品
紹
介

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

オホーツク総合振興局から送付する納税通知書

で、第１期（8月31日期限）と第２期（11月30

日期限）の２回に分けて納めていただきます。

※年税額が１万円以下の場合は、第１期に全額を納めて

いただきます。

連絡・問い合わせ オホーツク総合振興局税務課

【課税に関すること】課税係 緯0152－41－0613

【納税に関すること】納税係 緯0152－41－0616

個人事業税・第1期の納期限は8月31日（水）です

個人事業税は、道内に事務所（事業所）があり、

事業を行っている個人に、その所得を基礎として課

税される道税です。事業の所得から各種控除額を

差し引いたものに、次の税率をかけて算出します。

北見市内の医療機関で
婦人科のがん検診が受診できます
津別町では、乳がん検診と子宮頸がん検診が北見市内の

指定の医療機関で受診できます。料金は乳がん検診が

1,000円、子宮頸がん検診が800円で、今年度40歳と６１

歳の方は無料になります。対象は乳がん検診が４０歳以上の

女性、子宮頸がん検診は２０歳以上の女性で、昨年度の受診

者は対象外です。ご希望の方は役場に連絡し、受診票が届

きましたらご希望の医療機関に予約してください。

《乳がん検診》

・北見赤十字病院

・小林病院

・北見中央病院

《子宮頸がん検診》

・北見赤十字病院

・北見レディースクリニック

・やまかわウイメンズクリニック

・中村記念愛成病院

下のQRコードからも

申し込みができます。

問い合わせ先

保健福祉課健康推進担当

緯76－２１５１（内線２３１）

介護休業を取得予定の皆さま、介護休業
給付金を申請予定の事業主の皆さまへ



○
カ
ラ
マ
ツ
ヤ
ツ
バ
キ
ク
イ
ム
シ

今
年
に
入
っ
て
か
ら
二
又
地
区
に
お
い
て

カ
ラ
マ
ツ
ヤ
ツ
バ
キ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
虫
は
カ
ラ
マ
ツ
造
林
木

に
穴
を
開
け
、
樹
皮
の
中
の
組
織
を
食
い
荒

ら
し
枯
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。

・
葉
が
全
て
枯
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

・
春
の
芽
吹
き
か
ら
徐
々
に
色
が
悪
く
な

り
枯
れ
る
。

・
樹
皮
に
２
～
３
亜
程
度
の
穿
孔
痕
が
あ

り
、
周
辺
に
木
屑
が
落
ち
て
い
る
。

○
カ
ラ
マ
ツ
ハ
ラ
ア
カ
ハ
バ
チ

昨
年
同
様
に
、
町
内
全
体
で
カ
ラ
マ
ツ
の

葉
が
食
べ
ら
れ
赤
く
変
色
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
の
虫
に
よ
る
被
害
だ
け
で
は

木
が
枯
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
木
が

弱
る
と
カ
ラ
マ
ツ
ヤ
ツ
バ
キ
ク
イ
ム
シ
が
入

り
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
よ
く
見
る
と
枝
先
の
葉
っ
ぱ
が
残
っ
て

お
り
、
枯
れ
て
い
な
い
。

・
そ
れ
ま
で
、
緑
色
だ
っ
た
カ
ラ
マ
ツ
が

8
月
頃
か
ら
急
に
赤
く
な
る
。

・
木
の
下
に
幼
虫
や
幼
虫
の
糞
が
落
ち
て

い
る
。

※
ど
ち
ら
の
虫
も
農
作
物
や
人
へ
被
害
を
及

ぼ
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
森
林
病
害
虫
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
》

・
津
別
町
役
場
産
業
振
興
課

緯

室
2
1
5
1

76

・
北
見
広
域
森
林
組
合

緯
0
1
5
7
室

室
7
4
2
5

23

・
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

東
部
森
林
室

普
及
課

緯
0
1
5
7
室

室
6
2
7
8

24

※
町
外
の
造
材
業
者
な
ど
か
ら
被
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報酬や不動産の賃借料の支払を受ける個人の
方は、マイナンバーを提供する必要があります

<法定調書へのマイナンバーの記載が必要になりました>

社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入により、平成28

年1月1日以降に支払が確定した報酬や不動産の賃借料等の支払

に関する法定調書には、支払を受ける個人の方の氏名や住所のほ

か、マイナンバー（個人番号）の記載も必要になりました。

<支払いを受ける個人の方へ>

講演等の報酬や、不動産の賃借料などの支払いを受ける個人の

方は、これらの支払をする方が法定調書を提出する場合には、支払

いをする方にマイナンバーを提供する必要があります。

例えば、次に該当する方は、支払をする方にマイナンバーを提供

する必要があります。

・講演等を行う場合で、同一の支払者から支払を受けるその年中

の報酬が5万円を超える方

・不動産を個人の不動産業者又は法人に賃貸している場合で、同

一の支払者から支払を受けるその年中の賃借料が15万円を超

える方

<支払いをする方へ>

個人の方に対して報酬や不動産の賃借料など一定の支払をする

方が、これらの支払に関する法定調書を提出する場合には、法定調

書に支払を受ける方のマイナンバーの記載が必要ですので、支払

を受ける方からマイナンバーの提供を受ける必要があります。

また、マイナンバーの提供を受ける場合には、本人確認を行う必

要があります。

※国税に関する社会保障・税番号（マイナンバー）制度の詳しい情

報は、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）のトップページにあ

る「社会保障・税番号制度」バナーをクリックしてください。

日 時 ８月21日（日） 13:30～16:00

場 所 北見芸術文化ホール 中ホール

（北見市泉町1丁目3番22号） 緯0157－31－0909

内 容

【第１部】 講演 「教えて在宅緩和ケア

～がんになっても最期まで家族と過ごすために～」

講師 札幌医療生活協同組合 理事長 前野宏 氏

（札幌南青洲病院 ホームケアクリニック札幌 理事長）

【第２部】 座談会「北見地域で自分らしく生きる」を支える

（１）報告臼「北見地域の訪問歯科診療の活動について」

報告者 北見歯科医師会 公衆衛生部長 岡田一哉 氏 （岡田歯科医院 院長）

（２）報告渦「自宅で介護する家族の思いと支えるスタッフの活動について（仮）」

報告者 自宅で家族を介護する又は介護経験のあるご家族

在宅療養を支えるスタッフ 予定

主 催 北網保健医療福祉圏域連携推進会議 在宅医療専門部会 北見地域多職種連携チーム

北海道北見保健所

共 催 北見市、美幌町、津別町、訓子府町、置戸町

問い合わせ先 北見保健所 企画総務課企画係 緯0157－24－4171

申込書受付期間

８月１日（月）～８月26日（金）

※電子申請は８月24日（水）まで

１次試験 ９月18日（日）

会場：北見方面～北見市、

網走市、紋別市

２次試験 10月下旬から11月上旬

会場：北見方面～北見市

受験申込書の取り寄せ方法

臼最寄りの警察署等にて交付

渦郵送による請求

嘘インターネットによる申込み

問い合わせ先（24時間対応）

北見方面美幌警察署 緯72－0110

２
試験 内

学校教育法による大学
（短期大学を除く）等を
卒業した方 ※平成２９
年3月卒業見込者を含む

学

歴Ａ
区
分受

験

資

格

昭和59年4月2日から平成11

年4月1日までに生まれた方

生年

月日

A区分以外の方
※平成29年3月卒業見込
みの高校在学中の方を
含む

学

歴Ｂ
区
分

昭和59年4月2日から平成11

年4月1日までに生まれた方

生年

月日

コーディネーショントレーニングの

いろんなたのしい運動をとおして、体の使い方を自然に習得。体も頭も使い、脳神経を刺激し、今までできなかった

動きができるようになるので、運動がどんどん好きになっていくプログラムです。

日 程 ９月１１日（日）

内 容 験 ：子どもと保護者 人数制限なし

第１部 幼児（３～５歳児）、小１～３年生とその保護者 9：00～10：00（受付８：３０～）

第２部 小４～６年生、中学生とその保護者 １０：３０～１１：３０（受付１０：００～）

※第２部は子どもだけの参加も可能です。

：一般町民（１８歳以上）４０名程度 １３：００～１７：００（受付１２：３０～）

実技を通して自ら身体の使い方を体験し、さらに様々な研究からわかった身体と脳の仕組みを学びます。

場 所 津別町農業者トレーニングセンター・津別町中央公民館 ２Ｆ研修室

参加費 子ども１００円、大人２００円（保険料として）

講 師 NPO法人コーディネーショントレーニング協会（JACOT）

申込み 別紙チラシの申込用紙に必要事項を記入の上、参加費と合わせて、９月２日（金）まで

に中央公民館内生涯学習課へご提出ください。 ※チラシは中央公民館にあります。

主 催 津別町教育委員会 共 催 NPO法人JACOT・総合型クラブかるっちゃつべつ

問い合わせ先 中央公民館社会教育グループ 緯76－2713
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カラマツヤツバキクイムシ（右）
と、その被害状況（上）



「筆界特定制度」は、土地が登記された際に

その土地の範囲を区画した線（筆界）につい

て、現地における位置を特定する制度です。

「筆界」は、所有権の範囲を画する線という

意味を除いて、一般的にいう「境界」と同じ

意味で用いられています。

お隣の土地との境界について、その位置の

認識が互いに違い困っている等、事案によっ

ては「筆界特定制度」を利用して解決できる

かもしれません。

詳しくは、最寄の法務局までお問い合わせ

ください。 なお、同制度に関するＱ＆Aは、

法務局ホームページ

http://houmukyoku.moj.go.jp/homu2/

static/hikkaiTop.htmlにも掲載しています。

問い合わせ先

◎釧路地方法務局登記部門筆界特定室

緯０１５４－31－５０２７

◎釧路地方法務局北見支局

緯０１５７－23－６１６０

▼平成２８年７月１日から平成３７年６月

末までの時限措置として、今まで３０歳

未満の方を対象とした若年者納付猶予

制度の対象年齢が拡大され、５０歳未満の

方を対象とした納付猶予制度となりま

した。

ただし、平成２８年６月以前の期間は、

今までどおり３０歳未満であった期間が

納付猶予制度の対象となります。

▼国民年金保険料を「未納」にしている

と将来年金の受給に際し、未納期間が保

険料納付の資格期間から除外されてし

まいます。

▼納付猶予制度を受けるとその期間は、

将来受ける年金の受給資格期間に算入

されます。ただし、年金額には反映され

ません。

所得が少ないなど保険料の納付が困難

な場合は、納付猶予制度の他にも、免除

制度等もありますので、ご相談ください。

＜問い合わせ先＞

北見年金事務所 緯０１５７―２５―９６３５

国民年金保険料納付猶予制度
の対象年齢が拡大されました

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223
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問い合わせ先 自衛隊北見地域事務所 緯0157－23－6826

募集コールセンター（受付時間 12時～20時）

フリーダイヤル 緯0120－063－792

ナビダイヤル 緯0570－045－818（携帯電話）

知 す 定制度

開催日 平成28年10月２日（日）雨天決行

・受 付 午前８時00分～８時30分（津別小グランド）

・開会式 午前９時00分

・スタート 午前10時30分（一斉スタート）

種 目 ・ハーフコース（21.0975娃） 一般男女年代別

・10娃コース 一般男女年代別（中学男女含む）

・ 5娃コース 一般男女年代別・中学男女・

小学４年～６年男女

・ 3娃コース 小学１年～３年男女・自由参加

（年齢性別は問いません）

※ハーフコース、10娃コース、５娃コースに参加する高校生は、一般男女年代別に該当します。

※10娃コースに参加する中学生は、一般男女年代別に該当します。

参加料 臼一般1,500円 渦中高生1,000円 嘘小学生以下700円 定 員 400名（先着順）

締 切 申込書に必要事項を記入の上、参加料を添えて下記の申し込み先まで、

９月２日（金）必着でお申し込みください。

また、申込用紙は津別町中央公民館でお受け取り（町外郵送可能）になるか、

津別町のホー ムページ（http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/）から

ダウンロードすることができます。

申し込み・問い合わせ先

津別町中央公民館内 つべつ紅葉マラソン大会事務局 緯76－2713

《後期高齢者医療に関するお知らせ》

医療費通知を全受診者へ送付します

これまでは希望者にお送りしていましたが、平成２８年

９月送付分より全受診者（平成２８年１月～６月に受診さ

れた方）にお送りします。

なお、発行時期は従来の９月と翌年３月に変更ありま

せん。

【イメージ図】

問い合わせ先

北海道後期高齢者医療広域連合 緯011－290－5601

役場 保健福祉課 健康医療グループ 後期高齢者医療担当

緯76－2151（内線229）

医療費通知の に い

○医療費の推移が一目でわかるため、ご自身の健康状態の

把握や健康管理に活用できます。

○ インフルエンザ予防や健康診査など、皆様の健康保持・

増進に役立つ情報が記載されています。

○診療日数等に間違いがないか確認しましょう。

※確定申告（医療費控除）の際の添付資料としては使用できません。

※この通知は皆様の受診状況についてお知らせするもので請求書

ではありません。

15周年記念大会
今年は

松野明美さんが

来る!!

１１９８７年 全日本実業団対抗女子駅伝１２人抜１９８７年 全日本実業団対抗女子駅伝１２人抜きき

１１９８８年 ソウルオリンピック１１９８８年 ソウルオリンピック１万万斡斡出場出場

１１９9２年 大阪国際女子マラソン大会２１９9２年 大阪国際女子マラソン大会２位位

２時間２７分２秒（当時日本最高記録２時間２７分２秒（当時日本最高記録））


